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性成分を見出し、粗精製状態の画分を用いて算出した仮の EC50から、本活性成分が Trp に比べて 10
倍以上強い活性を持つことを示した。 
 審査対象論文の第二章では、著者は GPR142 の新規な内因性リガンド同定に関する研究を行い、ク
ロマトグラフィーにより作製した活性物質の粗精製サンプルの分析結果から、亜鉛イオンの存在を示唆
した。活性画分（EC50 = 4 µg/ mL）と塩化亜鉛（EC50 = 1.4 µg/ mL（10 μM））について比較検討実験
を行い、ブタの脳抽出物中に存在する GPR142 に対するアゴニスト活性は、亜鉛イオンによるもので
あると結論付けた。さらに興味深いことに、亜鉛は単独で GPR142 に対するアゴニスト活性を示すの














めのツールとして GPR142アンタゴニストの取得を試みた。High Throughput Screeningを実施し、







審   査   の   要   旨 
 
 本論文は、オーファン GPCR の生体内における機能を解明することを目的として、内因性リガンド
の同定と免疫系調節における関与について検討を行ったものである。著者は、ブタの脳抽出物から、












 平成 29年 1月 17日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終
試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査
委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるのに十分な資格を有する者として認める。 
